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新規制定の JIS 「土 の細粒分含有率試験方法」，
「土 の湿潤密度試験方法」，

「土の強熱減量試験方法」， 「締固めた土 の ＝1一 ン指数試験方法」， 「砂の

最大密度 ・最小密度試験方法」 の素案に つ い て

地盤 工学会基 準部

1．　 ま え が き

　地 盤工 学会 で は ，ISO 等の 国際標準 の 動 きに 対応 す

るた め ，国内規格 ・
基準の 整備

・
強化 が必要 と判断 し，

その
一

環 として 標準化の こ
一ズが高 く基準 と して 成熟し

た もの か ら，地 盤 工 学 会基 準 （JGS）の JIS化 を は か る

方 針 を 決定 し，平成 9 年度 は 既存 の 数件 の JGSを ベ ー

ス に 新規 JISを 制定 す る予定 で ， 現在作業を進めて い る。

標記 5件 の JIS素案はそ の 最初 の もの で，　 JISお よ び

ISO 検討委 員会 ，上質試験基準検討委 員会 お よ び 関連

す る小 委員会 に お い て 新規 制定 JIS素案の 作成 ・検討 を

行 っ た。よ っ て こ こ に 提案す る もの で あ る 。

　以 下 に示 す 新規 JIS素案 に つ い て の ご意見は，書面 に

て 1998（平成 10）年 3月31日まで に地盤 工 学会基準部 宛

に ご提出い た だ きた い 。提出 され た ご意見は 関係委員会

お よび 基準部 で 検討 し，原 案作 成 団 体 と して の 当 学会 の

新規 JIS素案は 理事会 に お い て確定す る。その 後，主務

大臣 で あ る建設大臣の 付議 に よ り日本 工 業標準調 査 会

（事務局 ： 通商産業省工 業技術院標準部）に お い て JIS
原案が審議 さ れ，最終的に 制定

・
公示 さ れ る予 定 で あ る 。

2． 素案作成 にあた っ て の 検討事項

　 今回公示 す る 改正素案 は ，現行 JGSの 改 正案作成 と

並行 して 検討 して お り，基 本 的な 内容 は JGS改正案 と

の 整合 を 図 り，か つ ，国家規格 と して の JISの 趣 旨 お よ

び 様式 に 則 っ て い る。

　 2．1 土の 細粒分含右率試験方法

　本素案作成 に あた っ て検討さ れ た 事項 は，同時 に 公示

さ れ る rJGS　T 　 135 土 の 細粒分含有率試験方法」 改

正 案
1〕と同様 の もの で あ り，そ の 主 な 内容 は 以 下 の と お

りで あ る。

　（D　試料 の 準備

　試験 に 必 要 とす る試料 の 量 は ， 現行 の JGS同様最大

粒径 に 応 じて 設定す る が，ASTM 等 の 国 外の 基準等を

参考 に して ，最大粒径 グ）大 きな 試 料 の 分量 不 足 に 対処 し

て ，最 大 粒 径 の 大 きな 試料 で は ，現行 の JGSよ り も必

要量を多 く した。

　  　細粒分含有率の 量記号

　現行 の JGS で は，細粒分含有率の 量 記号 を 「P 」 と

して い た が ，力 の 表 記 と混 用 さ れ て い る た め ，Fine

Fraction　Contentの 頭文字を と り rF
。」 に変更 した 。

　  　参考

　JIS改正 素案 「土 の 粒度試験方法」
2）と同 様 に，参考 に

January，1998

「最 大 粒 径 75mm 以 上 の 岩 石 質材料 が 含 ま れ る場 合 は ，

その 質量百分率 も求め る こ とが望ましい 」 を記述 した。

　 2．2　土 の 湿潤密度試験方法

　 本素案作 成 に あ た っ て検討 さ れた 事項 は，同時 に公示

さ れ る rJGS　T 　 191 土 の湿 潤密 度試験方法 」 改 正 案
1）

と同 様 の もの で あ り，そ の 主 な 内容 は 以 下 の と お りで あ

る。

　（D　試験法

　 こ の 試験 は，乱さない 供試体 の 質量 と体積を直接測定

して，土 の 湿 潤 密 度 を 求 め る もの で あ る 。 体積 測 定 方 法

に は ，現行 の JGS で は ，寸法測定法，浮力法，水銀法

の 3 種類 を 規定 して い た が ，水 銀法 は ，水 銀 使用 の環

境 お よび 人体 へ σ）影響が ある こ と，土 の 湿潤密度試験 に

おけ る 利用が少 な い こ と，さ らに は 水 銀 法 を用 い な くて

も他 の 方 法 で 十 分 に 測 定可能で あ る こ と に 鑑 み ，水銀法

を廃止 した 。な お，試験法の 名称は，JGS改 正 案同様，

ノギ ス法 ，パ ラ フ ィ ン 法 と した 。

　 2，3 土の 強熱減量試験方法

　本素案作 成 に あ た っ て 検討さ れ た 事項 は，同時 に 公示

され る 「JGS　T 　221 上 の 強熱減量試験方法 」 改正 案1）

と同様の もの で あ り ， そ の 主 な 内容 は 以 下の とお りで あ

る 。

　（1） 強熱装置

　 現行 の JGS で は ，試料を700〜800qc で 加熱 で き る も

の とな っ て お り，ガ ス バ ーナー，三 脚，マ ッ フ ル な どか

らな る装置 も使用可能で あ っ たが，JISの 他材料の 強熱

減量試験方法 との 整合 を図 り，電気 マ ッ フ ル炉の み に 限

定 した 。

　   　強熱時間

　現行の JGS で は ， 温度 を700〜800℃ に 保持 し，試料

が一
定質量 にな る まで 強熱す る こ と とな っ て お り，強熱

時間 に つ い て は付帯条項で 目安 が示 さ れ て い た，しか し，

JISの 他材料 の 強熱減量試験方法 と の 整合を図 り，1 時

間強熱後質量 を は か る 操 作 を繰 り返 した 後，一定 質量 に

な っ た こ と を確認 す る こ と とした 。

　（3） る つ ぼの 容量

　 現 行の JGSで は，る っ ぼ の 容量 が 「25　ml ま た は 50

ml 」 とな っ て い る が，　 JISに準 拠 し，「30　ml ま た は 50

ml 」 と した 。

　 2，4　締固めた土 の コ
ー

ン 指数試験方法

　本素案作成に あ た っ て検討 さ れ た 事項 は，こ れ よ り先

に 公 示 さ れ た 「JGS　 T　 716 締固 め た 土 の コ
ー

ン 指数

試験方法」 改正 案
3＞と同 様の もの で あ り，そ の 主 な もの
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は 以 下 の とお りで ある 。

　 ω　適用範囲

　 コ ー
ン 指数の 低 い 粘性土を安定処理 して 用 い る際の 改

良の 目安に，本試験方法が 用 い られ て い る こ とから，安

定処理 した 土 に も適用 で きる こ と と した。

　  　供試体の 突固 め 回数

　従来，本 試験 方 法 は 主 と して 火山灰質粘 性 土 の トラ フ

ィ カ ビ リテ ィ
ー

の 程度を判断す る 目的 で用 い られ ， こ の

た め ，
4 種類 の突固め回 数 の 異 な る供試体に 対 して試験

をす る よう規定 して い た が，近年，建設発生土の 土質区

分を 行う 目的で も用 い られ 始 め，そ の とき の 突 固 め 回 数

は 3 層25回 の 1 種 類 で あ る 。 こ う した こ とか ら ，目的

に応 じて 供試体 の個数が選択 で き る よ うに した 。

　（3） 貫入 装置 の 自動化

　現行 の JGSは，コ
ー

ン ペ ネ トロ メ ー
タ
ーを 人 力 に よ

り貫入 す る こ と と規 定 して い る が，室内試験 の た め 機械

化
・
自動化が 可 能 で あ り，貫入 速度や 鉛直性 の 保持等 に

お い て，試験精度の 向上 に つ な が る こ と も考えられ る こ

とか ら ， 試験条件を満たせば，自動貫 入装置 を 用 い て も

よ い こ と と した。

　 （4） 単 位の SI化

　荷重計の 容 量，貫入 力 ，
コ ー

ン 指数等 の 単位は SI単

位 と した 。

　2．5 砂 の 最大密度 ・最小密度試験方法

　本素案作成 に あた っ て 検討され た事項は ，同 時 に公 示

さ れ る 「JGS　 T　 161 砂 の 最大密度 ・最小密度試験 方

法 」 改正 案 と同様 で あ り，そ の 主 な 内容 は 以下の とお り

で あ る。

　（1） 恒温乾燥炉 の 温度 の 変更

　JIS　A 　 1203−1995 に 合 わ せ て 恒温 炉乾燥 の 温度 を

110℃か ら110± 5℃ に 変更 した 。

　  　試験器具 に お け る 「漏斗」 の 説明の 変更

　漏斗 の 説明は ， こ れまで漏斗の 材質 （ア
ー

ト紙）や作

製方法を限定 して 規定 して い た が，試験 の 機械化 に も対

応で き る よ うに 材質 を ア
ー

ト紙 に 限定 せ ず，また 作 製方

法 で は な く形状 と寸 法 を規 定 す る こ とに した 。
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土 の 細粒分含有率試験方法 （素案）
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L　適 用範囲　 こ の 規格は，高有機質土 以外の 土 で，かつ 土 粒子

　径 が 75　mm 未 満の 土 の 細粒分 含有率 を 求め る 試験方 法 に つ い

　 て 規 定す る。
2．　 引 用 規格　次 に掲 げ る規格 は，こ の 規格 に 引用 さ れ る こ とに

　 よ っ て，この 規 格 の 規 定の
一

部 を構成 す る。こ れ らの 引用 規 格

　 は，そ の 最新版 を適用 す る。

　　　JIS　A 　1201 土質試験 の た め の 乱 した 土 の 試料調 製方法

　　　JIS　A 　1203 土 の含水 比 試験 方法

　　　JIS　Z　8801　試験用 ふ る い

3．定義　こ の 規格で 用 い る主 な用語 の 定義 は，次 に よ る。

　a ） 細粒分含有率　土 の 炉 乾燥 質 量 に対 して 試験用網 ふ る い

　　　　　　　　　 75Fm 通 過分の 炉乾燥 質量 が 占め る割 合

　　　　　　　　　 を，百 分率で 表 した もの 。

　b） 最 大粒 径　試料 が す べ て 通 過 す る試 験 用網 ふ る い の 最小

　 　 　 　 　 　 　 の呼 び寸 法で 表 した 粒径。
4．試験 器 具 　試 験器 具は，次の とお り とす る 。

　a ） ふ る い 　ふ る い は，JIS　Z　8801に 規定 す る試 験 用 網ふ る

　　い で，呼 び寸法 75 μm ，及 び 425pm の もの とす る。

　b） は か り　は か りは ，ひ ょ う 量 100g 未 満 の 場 合 は感 量

　　 ．01g ，ひ ょ う量 100　g 以 上 1kg 未満 の 場 合は 感 量 0．1g ，
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　　ひ ょ う量 1   以 上 の 場 合は 感 量 1g の もの とす る。

　c ）　含水比測定器具 　含水比 測定器具 は，JIS　A 　1203の 4．試
　　験器具 に 規定す る もの とする。
5．試料の 準備　試料 の準 備 は，次の よ うに行う。

　a ＞ JIS　A 　1201 に 規 定 す る方 法に よ っ て 分取 した 湿潤試 料又

　　は空気乾燥試 料 を用 い る。

　備考　試験 に必 要 とす る 試 料の 量 は，試 料の 最大 粒径 に 応 じて ，

　 　表 1に示 す量 を 目安 とす る。

表 1 分取す る試 料の 最少質 量 の 目安

試料の 最大粒径
　 　 　 mm 試料質量

75 30kg
37．5 6kg

19．0 1．5kg
4．75 4009

2 2009

参考 試 料 に 最大粒径 75mm 以上 の 岩 石 質材 料 が 含 まれ る場

　合は，そ の 質量 百分 率も求め る こ とが 望 ま しい 。
b＞ 試料 か ら約 1／4 を と り，その 含水 比 w （％） を求 める。
C）　残 りの 試料の 全 量 （以下，全試料 とい う） を試 験用 試料

　 と し，そ の質量 m （g） をはか る。

土 と基礎，46− 1 （480）

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


